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Abstract
    To clarify the formation mechanism of the snow cornice formed on the eaves of flat roofs, the authors 
conducted wind tunnel test using natural snow and the field observations. 
    In the wind tunnel test, natural snow was loaded on the roof model before the test.  The formation 
conditions of the snow cornice were measured in each wind speed.  There were six wind speeds: 2.5 m/s, 
3.0 m/s, 3.5 m/s, 4.0 m/s, 4.5 m/s, and 5.0 m/s.  As the results, snow cornice was formed at wind speeds of 
3.0 to 4.0 m/s, and the distance from the eaves increased with the wind speed increases.  When the wind 
speed exceeded 4.5 m/s, the snow cornice was not formed due to the roof snow was blown off by strong wind. 
    The field observations were conducted at Building 8 of Hokkaido University of Science.  The authors 
performed continuous observation of the snow cornice using a video camera, measurements of wind direction 
and velocity on the roofs, and photogrammetry using aerial images.  As a result, it was clarified that the snow 
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洞装置の全長は 15 m，測定洞の長さは 7 m，測定
洞の断面は 1 m×1 m である。実験方法を図 1 に示
す。屋根の長さが 1.0 m，パラペットの幅が 0.2 m，
パラペットの高さが 0.1 m の木製試験体を用い，あ






を表 1 に示す。実験時間は，原則として 10 min と






Agisoft の Metashape を用いて雪庇の 3D モデルを
生成した。
本実験における自然雪（新雪）の供給量について
写真 1 自然雪吹雪風洞装置の概要 











Flow 𝑈 = 2.5, 3.0, 3.5, 4.0, 4.5, 5.0 m/s
0.2 m
室温：-5℃
写真 2 実験状況の一例 
表 1 実験シリーズ 
図 2 風速と飛雪流量（降水換算）との関係 
表 2 風速および実験時間ごとの自然雪供給量 
y = 7.130 ln(x) - 3.297 
R² = 0.884 
y = 28.873 e-0.287 x


























2.5 m/s 3.0 m/s 3.5 m/s 4.0 m/s 4.5 m/s 5.0 m/s
3 min ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 min ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 min － ○ ○ ○ ○ ○
実験時間
風速




3 min 10mm 14mm 17mm 20mm 22mm 25mm
5 min 16mm 23mm 28mm 33mm 37mm 41mm




3 min 42mm 37mm 32mm 27mm 24mm 21mm
5 min 70mm 61mm 53mm 46mm 40mm 34mm










に自然雪供給量を計算すると表 2 のようになる。 
2.2 実験結果 
Metashapeで生成した実験時間5 minにおける各
風速の雪庇形状を図 3 に示す。風速 2.5 m/s をみる
と，軒先の積雪量が多く，軒先からせり出した距離
も小さく，雪粒子が軒先を通過せずに積雪する傾向




3.5 m/s をみると，雪庇の大きさは風速 3.0 m/s に
比べて小さくなり，薄い板状の雪庇が形成されるよ












の場合においては，風速 2.5m/s および 4.5m/s 以上




試験体の中央である。風速 2.5 m/s をみると，実験
図 3 各風速における測定した雪庇の形状（実験時間：5 min） 
2.5 m/s  5 min 3.0 m/s  5 min 3.5 m/s  5 min
4.0 m/s  5 min 4.5 m/s  5 min 5.0 m/s  5 min
-3-
時間 3～5 min にかけて，雪庇が形成される様子は
確認できない。風速 3.0 m/s をみると，実験時間 3 
minまでの軒先積雪量増加および雪庇の発達が顕著
である。3 min 以降では雪庇の発達が顕著となり，
軒先からせり出した距離は 0.15 m を超えた。風速
3.5 m/s をみると，実験時間 5 min までは薄い板状
の雪庇が形成され，実験時間 10 min においては，
雪庇が急速に発達した様子が伺える。軒先からせり
出した距離は，風速 3.0 m/s に比べて若干大きく，
0.19 m 程度であった。風速 4.0 m/s をみると，実験
時間 5 min までは風速 3.5 m/s の場合と同様の傾向
を示すものの，実験時間 10 min では，軒先の積雪
量に比べて雪庇の発達が卓越しており，軒先からせ
り出した距離は 0.2 m を超えた。これらに対し，風
速 4.5 m/s の場合をみると，雪庇が形成されずに軒
先の積雪量が吹き払いによって減少しており，実験
時間 5 min から 10 min の減少傾向が顕著である。
風速 5 m/.s をみると，軒先の積雪が吹き払われて減
少する傾向は風速 4.5 m/s と同様である。試験体壁


















図 4 各風速における実験時間ごとの雪庇断面形状 
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究と同様に，3 階建ての東棟と 2 階建ての西棟で構
成される北海道科学大学の 8 号館とした。3 階建て
および 2 階建ての屋上には風向風速計を設置し，10 
min 間隔で風向，風速，および気温を測定した。使
用いた風向風速計は VAISALA の WXT530 であり，






であり，20M pixel の空撮画像を 300～400 枚撮影




に示す。対象とした期間は，2019 年 12 月 24 日か








理すると図 8 になる。3 階屋上では，山口 AMeDAS
の主風向に従う，あるいは，7 号館および 8 号館の
配列軸である北西が主風向となっている。一方，2
階屋上をみると，その周辺環境は，7 号館と 8 号館
東棟との間に挟まれた状態となっており，その間を
























































図 5 既往の研究による雪庇の観測結果(8) 





















口 AMeDAS のおよそ 0.8 倍である。山口 AMeDAS
の平均風速と 2 階屋上の平均風速との関係をみる
と，3 階屋上の場合と同様に比例関係を示し，2 階
屋上の平均風速は，山口 AMeDAS のおよそ 0.3 倍
であり，風が弱まる傾向が顕著である。以上の結果
は，前掲図 5 に示した雪庇の形成箇所については，









雪庇が形成されたのは 2020 年 2 月 6～8 日の間で
あった。既往の研究に示されている雪庇の大きさに
まで発達しなかったものの，2 月 7 日に雪庇が形成
図 8 主風向を整理した結果 図 9 山口 AMeDAS の平均風速と各屋上の平均風速との関係 





y = 0.798 x























y = 0.293 x
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雪庇 雪庇
図 10 気温および降水量の推移（2/6～2/8） 








































































され始め，2 月 8 日に雪庇が若干大きくなる様子が
観測された。小型 UAV を用いた空撮画像を用いた
雪庇の観測では，2 月 8 日に，2 階建て屋上北東側
のみならず，その他の軒先に雪庇が形成されている
ことを観測した。ここで，2 月 6～8 日における気
温および降水量の推移を図 10 に，平均風速および
風向の推移を図 11 に，空撮画像を用いた写真測量




においても同程度で推移しており，2 月 6～8 日の
期間は，気温がプラスまで上昇しない真冬日となっ
た。山口 AMeDAS で観測された降水量の推移をみ




雪時における山口 AMeDAS の平均風速は 6～7 m/s
であり，3 階屋上の平均風速は 4～5 m/s で推移し
ている。これらに対し，2 階屋上の平均風速は 1～2 
m/s で推移している。山口 AMeDAS で観測された
降雪時の風向をみると，2 月 6 日は西北西から西で
あり，2 月 8 日は北西で推移している。ここで，雪
庇の観測結果をみると，2 階建て北東側軒先の雪庇
は小さいものの，7 号館南東側の軒先と 8 号館 3 階
建て南東側の軒先に部分的に雪庇が形成されてい
た。これらの雪庇は，2 月 8 日未明における北西か
らの吹雪によって形成された雪庇であると考える。
















































 なお，本研究は，JSPS 科研費 JP19K04716 の助
成を受けたものである。 
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